
第 46 期 決 算 公 告
平成 24年７月５日

北海道旭川市四条西三丁目１番11号
株式会社ハスコム

代表取締役社長 山下 秀哉
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(平成24年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,055,482 流 動 負 債 1,771,650
固 定 資 産 6,119,478 固 定 負 債 3,752,362

株 主 資 本 2,659,167
資 本 金 203,800
資 本 剰 余 金 123,848
資 本 準 備 金 123,848
利 益 剰 余 金 2,331,519
利 益 準 備 金 7,090
その他利益剰余金 2,324,429
(うち当期純利益) (62,444)

評価・換算差額等 �8,219
資 産 合 計 8,174,960 負債・純資産合計 8,174,960
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